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あらまし：eポートフォリオシステムの「Mahara」において，教員から学生へ向けた「ページ」，「コレク
ション」，「ファイル」の配布を行うためのプログラムを作成する．学習者へ向けての一斉配布や個別配布

を可能にし，Mahara の利便性の向上をはかる．ページ，コレクションの配布機能は先行研究も存在する
が，コピー後の公開範囲の設定などの追加を行い，ファイルの配布機能も追加する．また，作成したプロ

グラムは本家Maharaへの適用を目指す． 
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1. はじめに 
近年，高等教育機関を中心に eポートフォリオの

導入が進んでいる．e ポートフォリオは学生が授業
や課外活動などにおける成果を蓄積し，自己目標の

設定と振り返りや就職活動に役立てるなど，様々な

目的に用いられている．特に最近では学生が主体的

に学ぶ「学修」を促すような学修ポートフォリオが

注目を集めている． 
このように様々な用途に用いられ始め，今後さら

に利用が広がっていくことが予想されるが，e ポー
トフォリオは LMS のようなシステムと比べると比
較的歴史が浅い．また，ポートフォリオの取り組み

自体も日本では多くなかった．そのため，システム

自体に不足している機能もあると思われる． 
本研究では e ポートフォリオシステムの Mahara

に注目し，不足している機能の追加を行うことを目

的とする．不足している機能としては，「コレクショ

ン」、「ページ」、「ファイル」の配布機能に焦点をあ

てる．また，追加した機能は Mahara 本家へフィー
ドバックし，Maharaへ適用されることも目的とする． 

 
2. Maharaへの追加機能 
本研究では以下の 2つの機能の実現を目指す． 
 
a) コレクション・ページの配布 
b) ファイルの配布 
 
以下，それぞれについての概要および追加が必要

な理由を述べる． 
2.1 コレクション・ページの配布機能 

Mahara 上で教員が作成したコレクションやペー
ジを学生へコピーを可能にする機能である． 

e ポートフォリオでは，学習者自らが学習の成果
をどのように見せるかを考えコレクションやページ

を作成する過程も重要な操作である．しかし，パソ

コンの操作が苦手な学生や，e ポートフォリオ初心

者にとっては，ページやコレクションの作成といっ

た操作は大きな負担となる．ブラウザ上のドラッグ

操作で作成できるとはいえ，e ポートフォリオ初心
者ではどのようにページを作成してよいか分からず，

e ポートフォリオに対して苦手意識を持つ原因とな
ってしまう．また，教員がフォーマットを決め，学

生全員に同じ様式のページに入力させたい場合に，

Mahara では教員の作成したページやコレクション
を学生自身が操作してコピーすることが可能である

が，学生の負担がわずかに生じる．また，コピー後

にはページやコレクションの名称が「○○のコピー」

となるため，修正の手間も生じる．さらに，コピー

後の共有設定も設定しなくてはならず，この操作も

初心者には分かりづらい． 
このように，コレクションやページを学生側に作

成やコピーさせることが負担となることがある．こ

れらの操作は教員のねらいとしてページ内のコンテ

ンツ作成に重点をおきたい場合などには本質的では

ないこともあり，また，学生が eポートフォリオ自
体に苦手意識をもってしまう原因にもなりかねない．

そのため，教員側から学生側へコピーする機能が必

要と考える． 
コレクションやページを学生へ一斉にコピーする

ことで学生は決められたレイアウトのもとで文章の

入力やファイルの挿入などの最低限の操作で済むよ

うになる．教師や学生間でピアレビューなどが必要

な場合も内容がチェックしやすくなると考えられる．

この機能については先行研究が存在するが，本研究

ではコピーする際に前述の通り共有設定もコントロ

ールできるようにする予定である． 
2.2 ファイルの配布機能 
学生個人へとファイルのコピーを可能にする機能

である． 
例えば，成績やアンケート結果といった学生個別

のデータを Mahara で学生一人一人に利用させたい
場合を考えると，現在の Mahara では不便だと言え

A4-3

― 357 ―



る．学生一人一人へデータを配布するには，メール

や USBメモリなどを用いてデータを渡し，学生自身
に Mahara へアップロードして利用してもらうしか
ない．また，配布が困難な場合はファイルを共有フ

ォルダに置き，学生が自分のファイルを Mahara へ
と読み込んでもらうことも可能ではあるが，成績な

どの場合は他人の成績を閲覧できてしまうことにな

るため不適切である．教員の負担も大きくなってし

まうため，ファイルの配布プログラムも必要と考え

る． 
教員が学生へとファイルをコピーする機能を追加

することで，教員・学生共に Mahara 上での操作が
少なくなり，負担が軽減されると考えられる． 

 
3. 追加機能の実装 
3.1 予備的実装 
昨年度は，ファイルの配布機能についての有効性

をはかるため，簡単に Perlによる実装を行った．こ
れはMahara自体に手を加えるプログラムではなく，
別プログラムとして動作する．1カラム目をMahara
のログイン名，2カラム目をファイル名とした CSV
ファイルを用意し，プログラムで Mahara のデータ
ベースを操作，ファイルのコピーを行うようにした． 
学習成果やアンケート結果等の個別データをこの

プログラムによって学生へ配布したが，配布の手間

が非常に軽減され，非常に有用であった． 
しかしながら，現在では管理者権限が必要な他，

CUI による操作なため，広く使ってもらえるプログ
ラムにはなっていない．やはり，Maharaのインター
フェースとして実装するのが望ましいと思われる． 
3.2 本実装の要件 
コレクション・ページの配布機能およびファイル

の配布機能について，Maharaの追加機能として実装
を行う．それぞれの機能での操作ページでは以下の

ような要件が必要となる． 
まず，コレクション・ページの配布機能の操作ペ

ージの構成としては，(1)配布元コレクション・ペー
ジ選択，(2)配布先ユーザの選択，(3)共有設定の 3つ
が必要となる．(1)では，配布元をできればプレビュ
ー付きで選択できるようにする．(2)では，ユーザを
検索，配布対象リストに追加する機能を持たせるほ

か，配布対象をテキストファイル等で指定できるよ

うにする予定である．また，(3)では，コピー元の共
有設定をコピー先へも適用するかしないかを選択で

きるようにする． 
次に，ファイルの配布機能の操作ページの構成と

しては，ファイルのドラッグ領域のみにしておくの

が最も簡単な構成案である．配布するファイルおよ

び CSVファイル（ユーザと配布するファイルの対応
を記述）を用意しておけば，フォルダごとまたはフ

ァイルすべてをドラッグすることでアップロード，

配布が行えるようにする．一部ブラウザではドラッ

グによるアップロードができないことがあるため，

その場合は別のページ構成にする必要があるが，現

在考案中である． 
以上のような要件で，それぞれの機能の実装を行

う予定である．実装していくなかで追加の機能等が

必要となった場合は合わせて実装していく． 
3.3 実装 
前節の要件をもとに，実装を行う．Maharaのプラ
グインとして動作するように実装し，本家 Mahara
への適用を目指す． 

 
 

4. まとめと今後の課題 
本稿ではまず，e ポートフォリオシステムの

Maharaについて，不足していると思われる機能を挙
げた．昨年度は予備的実装として Perlによるファイ
ル配布プログラムを作成し，実際に使用して学生へ

個別データの配布を行った．また，本実装へ向けた

要件の検討を行った．本年度は実装を行い，発表を

行う予定である． 
実装されればさらにMaharaが利用しやすくなり，

教員・学生ともに Mahara 操作時の負担が軽減でき
ると思われる．今後は早急に機能を実装し，試験運

用を行う予定である．また，ある程度試験運用が進

んだ段階で本家 Mahara へのフィードバックも行う
予定である． 
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